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特
別

記
事

荒
木
義
修
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
荒
木
義
修
君
提
出
の
学
位
請
求
論
文

構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
野
坂
参
三
の
平
和
革
命
論
』
の

序
章
　
間
題
の
所
在

第
一
章
野
坂
参
三
の
平
和
革
命
論
の
淵
源
に
つ
い
て

　
第
一
節
　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
化
」
と
野
坂
参
三

　
　
　
　
　
ー
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
と
毛
沢
東
の
「
新
民
主
主
義

　
　
　
　
　
論
」

　
第
二
節
デ
キ
シ
ー
：
・
・
ッ
シ
ョ
ン
と
野
坂
参
三
の
「
平
和
革
命

　
　
　
　
論
』
の
原
型

　
　
　
　
　
1
「
目
本
共
産
党
の
綱
領
」

　
第
三
節
　
七
全
大
会
、
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
と
野
坂
参
三

　
　
　
　
　
ー
ヤ
ル
タ
方
式
の
東
ア
ジ
ア
ヘ
の
適
用

　
第
四
節
　
三
国
外
相
会
議
、
平
和
と
民
主
主
義
の
新
時
代
と
野
坂

　
　
　
　
参
三

　
　
　
　
　
－
極
東
委
員
会
、
対
日
理
事
会
の
設
置
と
無
血
革
命

　
　
　
　
　
へ
の
期
待

　　第
第第二
二一章
節節

第
三
節

　　第
第第三第
二一章四
節節　節

第
三
節

第
四
節

終
　
章

野
坂
参
三
の
帰
国
と
平
和
革
命
論

　
政
治
犯
の
釈
放

　
党
の
再
建

　
－
国
際
組
織
・
自
由
日
本
人
〃
構
想
と
無
血
革
命

　
野
坂
参
三
の
帰
国

　
－
天
皇
制
間
題
と
解
民
主
戦
線
”

　
第
五
回
党
大
会
と
「
平
和
革
命
論
」

民
主
人
民
戦
線
か
ら
民
主
民
族
戦
線
へ

　
反
米
闘
争
の
開
始
、
ゼ
ネ
ス
ト
と
平
和
革
命
論

　
平
和
革
命
論
と
民
主
民
族
戦
線

　
ー
第
六
回
党
大
会
と
野
坂
テ
ー
ゼ
の
未
採
決

　
極
東
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
設
置
と
北
海
道
独
立
運
動

　
中
立
主
義
、
新
華
社
社
説
「
日
本
の
総
選
挙
と
中
国
』

と
平
和
革
命
論

「
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
批
判
」
を
み
る
レ
ン
ズ

　
本
論
文
で
追
求
さ
れ
て
い
る
間
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
、
連
合
国
の
占
領
下
、
中
国
か
ら
帰

国
し
た
野
坂
参
三
は
日
本
共
産
党
に
お
い
て
「
平
和
革
命
論
」
を
唱
え
た
。

野
坂
の
主
張
は
一
九
四
六
年
二
月
の
第
五
回
党
大
会
で
「
大
会
宣
言
」
と

し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
四
七
年
十
二
月
の
第
六
回
党
大
会
で
は
野

坂
テ
ー
ゼ
は
採
択
さ
れ
な
い
ま
ま
終
り
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
前
の
五
〇
年

一
月
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
か
ら
の
批
判
を
契
機
に
否
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
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に
な
っ
た
。
本
書
は
、
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
」
の
形
成
過
程
（
第
一
章
）

に
始
ま
り
、
そ
れ
が
党
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
っ
た
か
（
第

二
章
）
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
か
（
第
三
章
、
終
章
）

と
い
う
過
程
を
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
の
日
中
戦
争
期
に

ま
で
さ
か
の
ぽ
り
、
国
際
共
産
主
義
運
動
並
び
に
目
共
の
運
動
の
背
景
の

な
か
で
歴
史
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
直
後

の
日
本
共
産
党
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
資
料
の
制
約
な
ど
か
ら
、
十
分
に

な
さ
れ
な
い
で
き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
日
本
占
領
期
の
ア
メ
リ
カ
側

か
ら
の
資
料
（
特
に
G
H
Q
／
S
C
A
P
文
書
）
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

特
に
占
領
下
の
検
閲
に
つ
い
て
の
資
料
（
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
）
の
公
開
で
、
検

閲
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

十
分
活
用
し
た
日
本
共
産
党
史
の
研
究
は
ま
だ
手
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い

部
分
が
多
く
．
本
論
文
は
こ
れ
ら
資
料
を
駆
使
し
て
野
坂
参
三
の
提
唱
し

た
「
平
和
革
命
論
」
を
体
系
的
に
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
最
初
の
も
の

で
あ
る
。
著
老
は
、
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
」
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
文

「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
」
の
戦
術
・
戦
略
論
を
基
礎
と
し
、
社
会
主
義

革
命
の
実
現
と
い
う
不
変
の
戦
略
目
標
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
展
開
さ
れ

た
可
変
の
戦
術
と
し
て
と
ら
え
る
．
換
言
す
れ
ば
、
戦
術
と
し
て
の
「
平

和
革
命
論
」
は
状
況
に
よ
っ
て
暴
力
革
命
に
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
著
老
は
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
」
を
支
え
た
状
況
認
識

に
着
目
す
る
．

　
著
者
は
序
章
に
お
い
て
、
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
」
は
毛
沢
東
の
「
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
化
』
に
示
唆
を
得
て
、
野
坂
な
り
の
状

況
分
析
か
ら
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
日
本
化
」
と
し
て
展
開
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
の
情
勢
認
識
の
変
化
に
応
じ
て
、
半
ば

受
容
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
後
に
は
放
棄
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
第
一
章
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
「
平
和
革
命
論
」
の
淵
源
が
た
ど
ら
れ

る
．
従
来
、
余
り
明
確
に
さ
れ
て
き
て
い
な
い
中
国
滞
在
期
の
野
坂
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
、
ス
ペ
イ
γ
人
民
戦
線
と
毛
沢
東
の
「
新
民
主
主
義
論
」

か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
．
更
に
毛
沢
東
が
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
化
を
提
起
し
、
「
愛
さ
れ
る
八
路
軍
」
の
大
衆
路

線
を
打
ち
出
し
た
り
し
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
、
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
』

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
後
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
「
平
和
革
命
論
」
は
平
和

と
民
主
主
義
を
も
と
め
る
ヤ
ル
タ
方
式
や
三
国
外
相
会
議
に
も
強
い
影
響

を
受
け
た
と
さ
れ
る
。

　
加
え
て
中
国
に
お
け
る
野
坂
の
網
領
関
係
の
論
文
に
は
．
中
国
共
産
党

の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
戦
略
・
戦
術
論
を
踏
ま
え
、
先
ず
統
一
戦

線
を
実
現
し
、
そ
の
後
に
共
産
主
義
へ
と
進
む
と
い
う
構
想
は
、
毛
沢
東

の
「
最
低
綱
領
」
「
最
高
綱
領
」
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け

る
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
の
重
視
も
、
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
武
装

闘
争
と
革
命
の
平
和
的
発
展
の
可
能
性
を
戦
術
的
に
そ
れ
ぞ
れ
追
求
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
も
同
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
平
和
革
命
論
」
の
原
型

は
中
国
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
戦
後
の
日
本
共
産
党
の
路
線
の
形
成
と
野
坂
の
「
平
和

革
命
論
」
と
の
関
係
が
分
析
さ
れ
る
。
日
本
共
産
党
で
は
、
徳
田
球
一
ら

も
早
く
か
ら
人
民
戦
線
を
主
張
し
て
は
い
た
が
野
坂
の
影
響
が
及
ぶ
に
つ
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れ
て
そ
の
持
つ
意
義
が
正
確
に
理
解
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
な

ど
を
後
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
制
に
つ
い
て
も
、
共
産
党
中
央
と
野

坂
の
間
に
は
認
識
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
野
坂
は
、
中
国
滞
在
の
こ
ろ
か
ら

日
本
国
民
の
政
治
意
識
に
つ
い
て
独
自
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
帰
国
後

も
「
天
皇
制
打
倒
」
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
が
、
か
れ
の
立

場
は
当
時
の
国
際
共
産
主
義
運
動
の
立
場
に
近
い
も
の
で
、
そ
の
影
響
力

は
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
延
長
上
に
、
「
平
和
革
命
論
』
の
浸
透
が
あ
り
、
第
五
回
党
大
会

で
は
「
大
会
宣
言
」
に
盛
り
込
ま
れ
る
。
著
者
は
、
従
来
の
研
究
が
無
視

し
て
き
た
、
同
大
会
直
前
の
『
党
原
則
綱
領
』
を
重
視
し
、
そ
の
前
後
の

野
坂
の
発
言
を
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
”
戦
術
〃
と
し
て
の
「
平
和
革
命
論
」

の
性
格
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
状
況
に
応
じ
て
戦

術
は
変
え
う
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
情
勢
判
断
か
ら
平
和
的
方
法
の
み

を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
第
三
章
と
終
章
で
は
、
一
九
四
六
年
二
月
の
第
五
回
党
大
会
で
「
平
和

革
命
論
」
が
「
大
会
宣
言
」
と
し
て
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
五
〇
年
に
「
コ

ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
批
判
」
で
否
定
さ
れ
て
い
く
過
程
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
資

料
面
で
の
制
約
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
多
い
領
域
で

は
あ
る
が
、
著
者
は
公
開
さ
れ
た
検
閲
関
係
の
資
料
か
ら
新
し
い
事
実
関

係
を
洗
い
出
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
著
者
の
主
な
論
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
共
産
党

の
反
米
闘
争
は
一
九
四
六
年
の
食
糧
メ
ー
デ
ー
に
始
ま
っ
て
お
り
、
二
・

一
ス
ト
は
反
米
闘
争
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
反
米
闘
争
が
強
ま
る
中
で
、

野
坂
の
「
平
和
革
命
論
』
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
り
、
四
七
年
の
第
六
回

党
大
会
で
は
野
坂
テ
ー
ゼ
が
未
採
決
と
な
り
、
民
族
独
立
、
反
米
闘
争
の

重
視
に
よ
り
、
「
民
主
人
民
戦
線
」
は
「
民
主
民
族
戦
線
」
へ
と
転
換
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
前
後
に
極
東
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
が
設
置
さ
れ
、
日
本

共
産
党
に
対
す
る
影
響
力
が
増
大
し
て
い
く
。
野
坂
は
対
日
理
事
会
に
中

華
人
民
共
和
国
が
参
加
す
る
と
の
楽
観
的
見
通
し
に
た
っ
て
、
四
九
年
か

ら
再
び
「
平
和
革
命
論
」
を
掲
げ
る
が
、
国
際
共
産
主
義
運
動
に
お
け
る

チ
ト
ー
化
阻
止
の
方
針
と
、
朝
鮮
戦
争
の
遂
行
の
必
要
か
ら
、
コ
ミ
ン
フ

ォ
ル
ム
が
こ
れ
を
批
判
し
、
葬
り
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
、

著
者
は
国
際
環
境
の
変
化
を
重
視
し
て
詳
細
に
分
析
し
、
ソ
連
の
世
界
戦

略
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
。

　
本
書
の
評
価
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
が
あ
げ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
は
、
膨
大
な
文
献
・
資
料
を
用
い
て
、
初
期
の
目
的
た
る
「
極
東

の
国
際
環
境
と
日
本
共
産
党
」
の
関
連
を
、
掘
り
下
げ
て
分
析
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
中
国
共
産
党
の
動
向
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、

同
党
が
野
坂
に
及
ぽ
し
た
影
響
を
後
付
け
て
い
る
が
，
わ
が
国
で
は
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
研
究
さ
れ
が
ち
な
日
中
両
国
共
産
党
を
深
く
関
連
付
け
な
が

ら
分
析
し
て
い
る
の
は
本
研
究
の
特
色
で
あ
る
。
ま
た
近
年
急
速
に
発
展

し
て
き
た
こ
の
時
期
の
極
東
の
国
際
環
境
に
関
す
る
研
究
を
よ
く
読
み
込

み
、
日
本
共
産
党
へ
の
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
、
従
来
、
別

々
に
研
究
さ
れ
て
き
た
も
の
を
独
自
の
視
角
か
ら
関
連
付
け
て
研
究
し
て

ぎ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
．
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第
二
は
、
先
に
述
べ
た
新
資
料
を
多
く
用
い
日
本
共
産
党
史
に
新
し
い

い
解
釈
を
引
ぎ
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
著
者
は
本
書
の
冒
頭
で
、
こ

の
研
究
は
イ
デ
オ
・
ギ
ー
論
で
は
な
く
、
新
資
料
の
分
析
に
よ
る
「
個
別

的
、
特
殊
的
研
究
の
推
進
」
と
い
う
姿
勢
に
基
づ
く
政
治
史
研
究
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
目
的
の
達
成
に
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
て
い

る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
二
次
資
料
で
は
あ
る
が
、
従
来
、

日
本
政
治
史
研
究
者
が
十
分
に
生
か
し
切
っ
て
い
な
か
っ
た
、
ア
メ
リ
カ

研
究
者
の
文
献
を
多
く
用
い
、
分
析
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
は
評
価

さ
れ
て
よ
い
。

　
第
三
は
、
著
者
が
主
眼
を
置
か
な
い
と
の
べ
て
は
い
る
が
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
論
を
も
揺
る
が
せ
に
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
．
政
治
史
研
究
と
は
い

え
、
テ
ー
マ
の
性
質
上
．
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
通
じ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
著
者
は
そ
の
関
係
の
基
本
的
文
献
を
よ
く
読
み
込
み
、

そ
の
う
え
に
立
っ
て
、
妥
当
な
解
釈
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
評
価
す
べ
き
点
の
多
い
研
究
で
は
あ
る
が
、

若
干
の
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
記
述
を
も
っ
と
テ
ー

マ
の
野
坂
の
「
平
和
革
命
論
」
に
絞
り
込
ん
だ
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
野
坂
は
占
領
期
の
目
本
共
産
党

の
運
動
に
強
い
影
響
を
与
え
た
最
高
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
か
ら
、
考
察

が
日
本
共
産
党
の
運
動
全
般
に
及
ぶ
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
や
や
論
究

が
広
範
に
わ
た
り
す
ぎ
た
き
ら
い
な
し
と
し
な
い
。
な
お
、
文
体
上
の
問

題
で
あ
る
が
、
資
料
を
し
て
語
ら
し
め
る
と
い
う
実
証
的
態
度
か
ら
、
文

中
へ
の
資
料
の
直
接
の
引
用
が
や
や
多
す
ぎ
る
。
将
来
、
本
論
文
の
刊
行

に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
に
せ
よ
、
本
論
文
は
第
二
次
大
戦
直
後

の
日
本
共
産
党
の
思
想
、
運
動
に
つ
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
野
坂

参
三
の
「
平
和
革
命
論
』
に
つ
い
て
客
観
的
立
場
か
ら
実
証
的
、
体
系
的

に
考
察
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
学
界
に
対
す
る
貢
献
は
極
め
て
大
き
い
。

よ
っ
て
審
査
員
一
同
、
一
致
し
て
本
論
文
に
対
し
、
法
学
博
士
の
学
位
を

授
与
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
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